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　チェコスロバキアにおけるオリエント学の序曲は．遠く量ればStitn6のTom麟

（1335－1409）によるバルラアムとヨサパト物語のチ。．コ語訳によって奏でられた一と

いうよりも，　S－mッパ大陸の内陸国として海を持たないこの民族の，東方へのあこ

がれは，そのように古く、かつ熾烈であった。それからまもなく，1400年頃にはマル

コ・ボーロの旅行記がチ、。コ語訳され．以下，近東やカイロ，コンスタンチノープル

などへの旅行紐などが相ついで登場しているが．なかでも興昧のあるのは，1614年にあ

らわれたARtl　al－Qoranである。　コーランといえば，すでにl143年にはラテ・ン語訳

されているので．申欧にも県くから知られていた。　チェコのプロテスタント：貴族，

BudovのVまclav　Budovecはコーーランをチ；r一コ語に抄訳するとともに，それへの駁

論として執筆したものが，すなわちこのコーーラン反論である。一方またチzaコスロバキ

アはハプスブルグ王国の一部として，オスマン帝騨と交渉をもち，この結果トルコ語交

献がこの磁の東部に伝存して今口に至り．それらが逐次刊行されて歴史へのよりよき理

解に資していることも，忘れてならないことである。しかし，オリエントに対するこの

民族の関心が一欄の学として体系化されるには，かなりの蒔間がかかったし，また．わ

れわれの限られた紙幡では，その時問を追うことも許されないので，今は前匿紀以降に

限定して，チェコスロバキアにおけるオリエント学の伝統と近況とを，主として学者と

その業績にしぼって，紹介することとしよう。なlb“　．Tここでいうオリエント学とは．今

日，中近東とよばれる地域に関する，人文科学系統の諸学闘を意味するので．多くの業

績と輝かしい学涯とを擁するこの国の”fンド学やその他の東洋学も．いまは除外するほ

かはない。

（fi）襖形文字学と象形文字学

さてチxコスロバキアのオリエント学といえば，だれしもヒッタイト学の父Bed矛ich
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　　　ノHrozny（1879－1952）を想起するだろう。ロズニーは父からも大きな感化を受けたが，

特に興味のあるのは，かれがグランマ・スクール時代，その先生であった∫ustin

V6clav　Pr6§ek（1853－1924）の存在である。　プラーシェクといえば，　その名著Ge－

schichte　der　Meder　und　Perser　bis　zur　mal〈edonischen　Eroberung，　Gotha　1906－

10をもって海外に名を博したがt｝国内でも幾多の歴史論交をもって東方への一般的関

心を高揚した人。ロズニーはこの先生から学童時代深い感化をうけたのであった。ウィ

ーン大学に遊学中，オリエントの古語と歴史を修め，卒業後ベルリンに転じてZum

Geldwesen　der　Babylonierに取掛り，さらにロンドンでは未刊のアッシリア語テキス

トと取組んでいた。ウィーン帰還後大学図書館で仕事をしていたが（1902－18），のちに

は岡大学でセム語の講義もした。この間の作はDas　Getreide　im　alten　Babylonlen，

Wien　1913となってあらわれている。これよりさき．ベルリンのアッシリア学者耳ugo

Winklerは1901年30ghazk6iで多数のヒッタイト泥章を発掘．その殆んどはコンス

タンチノープル博物館に保管されていたが，ロズニーはドイツ東洋協会からその旧版を

委任され，1914隼4月からそのうちの襖形交字泥章の筆写にとりかかったところ，綴

年8月第一次大戦勃発のため辞してウィーンに帰った。しかし．筆写した大量の資料を

携え帰ったので．それについて解読の業をすすめ，句や語形の比較分析の方法を用いて，

同三章の言語を解明．その成果をHethitische　Keilschrifttexte　aus　Boghazk61　in

Umschrift　und　Ubersetzung，　Lelpzlg　1919として世に周うた。　その間，かれは

1918奪プラハのカレル大学の教授となったが，本書の出版後，トランス・ヨルダン．シ

リア，トルコなどの近策で発掘に従事，やがてヒエログリフによるヒッタイト・テキス

トの解読にすすみ，その成果をLes　inscriptions　hlttites　h16roglyphiques，　Prague

1932・37にまとめて発表した。在来の業績を分析し～未解読の多数のヒエログリフのよ

みかたを提唱し，かくして最大最重要な碑交約九十の殆んど完全な訳出に成功するとと

もに．交法の概要をも提供している。D｛e　Entdeckung　elne§neuen　iRdoeuropaischen

Vollges　im　alten　Orient，　Prague　1933は教授の業績の全貌を一般向きにしたもの。

学界に成果を認めしめるため欧洲各地に遊説，1930年に至ってはじめてこれに成功して

いる。第二次大戦申，教授は原インド文字やクレタ交字の解読にあたったが，前者の一

部の成果は　Archiv　Orlent61ni（これも教授によって1929無に綱刊された黍刊誌で，ながい

聞編集長をも兼ねていた）に，後者はLes　inscriptions　cr6toises，　Prague　1948に発表

されている。そのライフワークの全容を示すものがNejstar§i　d益jiny　PYedn｛Asie，

Ipdle　a　Kr6ty（西アジア，4ンドおよびクレタの古代吏），　Praha　1949（英独仏語版もホ雲iつい
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であらわれた）で．古代東方の諸文明を比較し相互の関係に論及した．綜合的労作であ5

た。

　広義の襖形文語学者としてのロズニー教授の前灯は，カレル大学教授Lubor　Matou§

（1908一）と．門下生としてヒッタイト学を専攻するVladimir　Sou6ek（1928一）と

によってつがれている。マトウシュ教授はLexikalische　Tafelnserien　der　Babylonier

und　Assyrier，　Berlln　1933の著者として名を出すほか，シュメール．アッシリア．

アッカード諸語や，シュメール・バビロンの交化史や経済與に関する多くの論交を発表

し．前記Archiv　Orlentalniの編集にも当たっている。

　以上のほか．このC沿の部門にはプラハの菓洋研究所，いわゆるオリエンタル・イ

ンスチチュートにも多くの俊秀が拠っている。もちろん，この施設はチェコスロバキア

の科学アカデミーに所属する。われわれが取扱おうとしているオリエント学に開坐する

範囲には①古代近東と②近代近東の二部門がある。①の首脳はUntersuchungen

zum　altbabylonischen　Erbrecht，　Praha　1940とThe　Code　of　Hamm滋api，1954

の著者∫osef　Klima（1909一　）。囲者」は古代法の貴重な：交献，後：者は有名な法典を一般

に普及する上に大きな試織を演じている。氏の下にいるV6clav　Cihaf（1900一）は

Syntaktische　Forschungen　auf　dem　Gel）iete　der　hethitischen　Sprache（Archiv

Orientalni）1955をもって聞こえる．　wズニーの高弟である。このほか，この①古代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ近東部門には．i間門のLadislav　Krugina－Cerny（1907一）のほか．　Stanislav　Segert

（1921一　），Ladislav　Zgusta（1924一　）が拠っているが，その専攻分野は品形・象形

部門でないので，②近代近東の部門とともに．次節催）で取扱うこととしたい。

　最後に，チ、。コスロバキアの象形交字謎における特異な存在として逸することのでき

ないのはFrantigek　Lexa（1876一）である。数学，物理学，哲学，心理学などを修め

たが．心理学的研究をもってっいに禽代エジプトのヒエログリフの研究にすすみ，ベル

リン，ストラスブルクに学んで，カレル大学における斯学初代の助教授となったのが

1919年．そして1927年にはついに教授となったという変わり樋。La　magie　dans

YEgypte　ant呈que，　de　1’Anclen　Empire　jusqu’ゑYξpoque　copte，　Paris　1925および

Obecn6　mravn重nauky　staroegyptsk6　（Enseignements　moraux　g《｝n邑raux　des　anciens

Egyptiens），　Paris　1926－29はともに三巻から成り，いまもユニ　一一クな地位を保持して

いるが，このほかにも古代エジプトの数学や天交に関する小論文のあることは言うまで

もない。しかし，かれの真のライフワークはGrammaire　d6motique，　Prague　1949－

1951七巻の大著，世界のエジプト学界にその比を兇ぬ偉業とされ，1952年チェコスロ
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バキア国家賞（第一級）を授与された。これでもわかるように，教授の本領は古代エジ

プト雷語の研究にある。国内向けでは文学関係のテキストを多数訳出したほか，Verej一
ノ

ny　2ivot　ve　sta「ovる1（6m　EgyPt6　（古代エジプトにおける公生活）．　Praha，　Cesk◎slo－

venska　Akademle　V6d，1955－56二巻があり．豊窟な資料を挙げて古代エジプト人の

生活を追求したものとされている。　オックスフォード大学エジプト学教授jarosiav

ごemジ（1898一）とカレル大学助教授Zbyn益k　Zaba（1917一）とは門下の高足。前者

はヒエラティク・エジプト語の専攻．後者は古代エジプト天文学とプタホテプ（Ptaho－

tep）のく応需〉に学界の開心をよんでいる。かくして，チ．．。コスmバキアのエジプト

学はまさしくレクサ教授によって創設されたといわねばならぬ。

（　lfi，　）　他の印欧語，セム語，トノレコ語等の諸学について

　この礼盤では．チ。。コスロバキアの策洋学は．簡節で取扱った部門を，古さにおいて

圧している。　というのは，セム語のうちでヒブル語と聖書の研究は最：も畜く，Jan

Chyba（ラテン語名」・annes　F・エt玉u3　Hortens三us）fJN’　1541年，カレル大学で神学の一一部門

としてヒブル語に関する最初の講義をはじめ．以後．プラハの上流社会ではヒブル語聖

書の勉強が伝統約に重んじられてきたからである。1579－93年に出版されたチ。．コ語訳

聖書．いわゆるKralice－Bibleには．この伝統的成果がもられている。すべてがドイ

ツ化された暗黒時代たるハプスブルグ王朝治下でも．この伝統は強く脈打ち．18世紀後

半に至ってチt．、、コ語とチ。。コ学界の擁生を待つのである。しかしこの伝統が莫にオリエ

ント学として定着されたのは．カレル大学教授Rttdolf　Dvo漁k（1860－1920）によって

である。教授はアラブ．ペルシア，トルコ，ヒブル，中国の諸語に通じた特異な存在で

あったが，それら各分野への関心の高まりと幾多新資料の発見とによって，この八宗兼

学的な学風はそのままには受継がれず，分化し専門化されるほかはなかった。といって

も．同教授の学風には特に濾1量1すべきものがあった。それは研究業績を民衆のなかに

流がすということで．以後チ。，コスUバキア学界の注臨すべき一特色となっている。

ではその専門化したエキスパートはといえば，便宜上これを③前記東洋研究所，⑤カ

レル大学，◎その他の大学の三にわけて．簡単に紹介しよう。まず③であるが，上述

したようにここには①古代近東と②近代近東の二部門が本稿1こ関係のある分野とし

てとりあげられる。そしてその①についても一部はすでに述べたところΦ．59）であるか

ら．ここでは．そのさい後段に保留しておいた三茂について述べることとしよう。まず

し．KruSina－CernYであるが，その近業にはThe　Day　of　Yahweh　and　Some　Re一
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levant　Problems，　Prague　1948　があり．セム語学者S．　Segertは．後！説Otakar

Klimaとの共岡執筆でヒブル語とアラム語との女法を出したほか．いわゆる死海経巻

に間するZur　Habakuk－Ro11e　aus　dem　Funde　von　Toten　Meer（Archiv・Orientalnf）

1953－55を最も重要な業績とする篤学。L．　Zgustaは黒海周辺の古代語，特にスキゥタ，

サルマタ，リュディアの諸語を専攻，そのDie　Personennamen　griechischer　Sttidte

des　n6rdlichen　Schwarzmeerkitste，　Praha　1955は幾多の新しい知見に光彩を放っ

ている（本謝こついては西南アジア研究第五母p。28参照）。つぎは②近代近東の部門であ

るが．これを領導するのはOtakar　Klima（1908一）。博士がヒブル・アラム語文法に

三岡執筆したことは繭説したが，古代および中期ペルシアの醤語および文献～文学史の

エキスパートとして．Jan　Rypka博士の編集に成るD首jiny　persk6　a　ta’d2ick61i－

teratury，　Praha　1956に古代および中世のペルシア文学を分担執策しているのみならず．

そのMazdak．　Geschlchte　elner　s◎zialen　Bewegung　im　sassanidischen　Perslen，

Praha1957はチ．1。コスロバキア・アカデミーの出版にかかる名著である。　V6ra　Kubi6－

kova（1918一　）女史はクリーマ博士の1司僚で19世紀のペルシア交学，　Ivan　Hrbek（1923

一）はスラブ史に対するアラブ語1文献，Cyril　Hor配ek（1896一　）は16世紀のトルコ

戦役にチ，，1、コの果した役割，Karel　F．　R髭1とka（1914一　）　はバントゥ・・一語，それも特

にスワヒリ語の文法と．それぞれ．専攻は多彩である。

　では⑤カレル大学はどうなっているかというと，ここにはセム四域にAlols　Musll

（1868－1944），Rud◎lf　R磁iとka（1878－1957），　Fe！ix　Tauer（1893一）その他があり，

イラン・トルコ四域にJan　Rypka（1886一一　），　Josef　Blaskovics（1910一　）があって，

それぞれ異彩を放っている。まずA．Musilであるが，これは斯学に志す人は初心者で

も知っている高名な人物，いまさら説くまでもないだろう。エジプトとトランス・ヨル

ダンへの旅行（1896）にはじまり．メソポタミア遠征（1914－15）に終わる幾多の現地踏

査はあらゆる搬難に耐えて反復続行されたもの。それだけに1898年には．はや，カリフ

AI－Wahd：二世（A．　D．8嚇己の荊判の夏寓KusayビAmraをはじめとする諸三下の発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
見があったというふうで，三厩の旅行には必ず豊富な収穫があった。ベドウィンと起居

をともにしてまでも繰返し企てられたいわゆるArabia　Petraea，中部メソポタミア，

北アラビアなどへの遠征はまずArabla　Petraea，　Wien　1907－8（トランス・ヨルダンの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ完全な認述）となってあらわれたが・｝Susejr　tAmra・Wien　1907・そ麹かちニューヨー

クのAmerican　Geographical　Soc至etyから1926－28にわたって出版されたThe

Northem　He飴z，　Arabia　Deserta，　The　Mlddle　Euphrates，　Palmyrena，　Northern
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N鎗d，The　Manners’ ≠獅п@Customs　of　the　Rwala　Bedouins（ムシル教授はこのλ：ドウ

ィンの一員兼シェイクとして遇され，その名もMusa　ar－Rwe三1圭として非常な硬宜をえている）

など一連の著書となって結平した。アラブ語学者，人種学者，地理学者および地図作成

者として近東の空臼を数限りなく埋めたこの大旅行家も，出発点は聖書学で．このため

　　　　　　　　　　　ノさらにエルサレムのP£cole　Blbiqueとベイルート大学とに学んでいる。しかしこの

留学中．パレスチナ，トランス・ヨルダン，北アラビアに幾度も旅行を試み，これが上

記のようにかれの方向を決定づける因となった。また数師としての経歴も司馬モウツ

（Ol・m・uc）．ウィーンとめぐって，プラハのカレル大学の芸術学部にたどりついたのは，

やっと1920年であった。

　このムシルとならんで，やはリアラブ語～イスラーム学に重きをなしたものは，その

二同僚カレル大学教授Rudolf　Rti2i6ka（1878－1957）と周じくFelix　Tauer（1893一）。

筋者はセム語音t（gha三n）のアラブ語起原説のチャンピオン。　Konsonantlsche　Dissi－

milation　in　den　semltischen　Sprachen，　Leipzig　1909はこの領域に麗心をもつほど

のものはみな披恕しているはずである。しかし、こうした語学ばかりでなく文学史にも

閣心がふかく．その著Durald　ben　as－Slmma．　Obraz　sti”edniho　Hed瀕zu難a飴vl磁

is抵朗u（ドゥライド・ベン・アッ・シンマ。イスラーム黎明期における串蒲1ヘジャーズ），　Praha

1925－30において．ムハンマドに抵抗したベドウィンの一酋領の生涯と行蹟とを深く勢

止して．イスラームの興起がどのような背景のなかに行なわれたかを閥きらかにした。

カレル大学で教職50年．アラブ語学．セム語学から聖書学と幅ひろくわたったが，かれ

の直前のえらさは．聖書学をキリスト教やユダヤ教のドグマから解放された独立の学と

して終始せしめようとつとめた点にあろう。現在岡大学でセムおよびアラブ語を講じて

いるKarel　Petr畿ek講師（1926一）はかれの阿弟である。これに対し，　Fellx　Tauer教

授の方はやや色彩が異なり，イスラーーム撮：界の歴史が專攻。Les　manuscrits　persans　hl－

toriques　des　bibliothさques　de　Stamboul（Archiv　Orientaini）1931－32はそういう方

響での業績であり，Histoire　deねcalnpagne　du　sultan　Suleyman　le「contre　Belgrade

en　1921．　Texte　persan　publ16　avec　une　traducti◎n　abrξg6e，　Prague　1924はチェ

コ学界からのオスマン重圏史への重要な寄与であるが，Histoire　des　Conqu§tes　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TamerlaR　intitu16e　ZafarRama　par　Nizamuddin　Sam三，　Praha　1937　（1。　Texte

persan）．1957（el．　Introducti◎k．　co、・’ln｝elatail’e．　inclex）は『教授の最大の労作であろう。

これらの業績は，教授のアラビヤン・ナイトの原典訳（カルカッタ本から訳出。全八巻。

1955爺発結）とともに深遠な語学力をも証してあまりあるものである。つぎはカレル大
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学におけるイラン・トルコ語域（タウエル教授と一部璽話するが）であるが，ここにはトル

コ語と近代ペルシア語とを．新1田にわたって渉猟した博学Jan　Rypka教授がおり，

筆者との交渉もナチスのズデーテン侵攻以前からで，与えられた数々の忠言，贈られた

幾多の論文は，省みて筆者をジクジたらしめるもののみ。ウィーン大学の学生誌代から

この方面を指向したが，その方面で専門の講義を始めたのは1927年．カレル大学で講座

を揚湿するようになってからというから，ずいぶん長いあいだ不遇であった。トルコ威

儀係としてはまずBeitrage　zur　Biographie，　Charakteristik　und王nterpretation　des

tarkischen　Dichters　S6blt，　Praha　1924とB6qi　als　Ghazeldichter，1）raha　1926

があり，それぞれの古典トルコ詩人の人と業績を分析した最初の企てであるが，教授は

歴史の方面でもすぐれた業績を示し．オスマン帝圏治下のハンガリアの歴史ならびにペ

ルシアの外交史に関する貴重な文書を発表したり．またハンガリア，スロバキア，ウク

ライナ．インドのそれぞれとトルコとの関係に関する多くの論文をも執筆している。こ

の写本資料の公刊は教授の弟子である，圓大学助教授Josef　Blaskovics（1910一）に

よって引きつづき行なわれている。また転じて近代ペルシア語関係の分野をみると，こ

れはまた驚くべきほどの．質蚤兼ねそなえた業績である。Hellmut　Ritterと素謡で校

定編集した教授のHeft　Peiker．　Ein　roma鍛tisches　Epos　des　Nizami　Gen舘e’i，

Praha～Paris～Leipzig　1934といえば誰れ知らぬものもない，ペルシアの詩人ネザー

ミーの有名な追払であるが，教授はまたこれを，Vladimir　Holan，　Jaroslav　Seifert

およびSvatopluk　Kadlecの協力をえてチェコ語訳している（Sedm　Princezen〔七三E女〕，

Praha　1939；1952）。この校定版以後，最近の大著D6jiny　persk6　a　t6d乞ick6　iiteratury

（ペルシアとタージクの交学史）．Praha　1956の前後に至るまでに発表された多くの論交は，

博士の造詣の深さを証してあまりあるもの一一この交学史にも，みずからイスラム・ペ

ルシアの交学史を19働紀の終りまで取扱い．またタージクのそれにも論及している。な

お，この文学史やその他の最近の業績については，西南アジア研究第5号，pp．3G．32

参照。同じくカレル大学のセム語関係で逸することのできないのは，シリア語のスペッ

シアリストJaroslav　Sedlま6ek（186e－1925），アッシリア学者でバビロニア法のエキス

パートV6clav　Hazuka（1875－1947）．旧約学のM．　Siavomil　Dan6k（1885－1946）お

よびVojt6ch　5anda（1873－1953）で，殊にシャンダは列王宮上下の評註（Milnster

191142）ならびにMoses　und　der　PeRtateuch，　Manster　1924をもって旧約学に寄

与するとともに，多くのシリア語テキストを編集して近東言語の研究にも資するところ

が少なくない。
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。れまで述べたプ，7x’、D＠鮮研噺禰カレ、吠学の嘉。も．チ：aコス。バ

キアのオリエント学の伝統はつよく脈打っている。◎それらのなかでも，オロモウツ

（OIOrnouc），ブラティスラヴァ（Bratislava）両大学がことにそうで，前者にはHistoire

de　YAncien　Testament，　Olomouc三923のBartolom6j　Kuta1（1883一）と，　Les

notiQns　eschatologiques　des　Babyloniens，　Olomouc　1941のアッシリア学：者Antonin

Klevetaがなお活躍中。またブラティスラヴァ大学には碩学垣n　Bako§教授（1890一）

がアラブ語とセム語を挺当している。教授はシリアのBar　Hebraeus（13鍛紀）の

Mesnarat　Qud語（Le　cand61abreδu　sanctuaire）をPatrologia　Orientalis，　Paris　l930－

33に発表するとともに，以後かれに関する論文数篇をArchiv　Orientまlniに載せたが．

やがてLa　psychologie　du　Gr6goire　Aboulfaradj　dit　Bar　Hebraeus，　Leiden！948

をもって，この人物を解明する業績に一つのピリオドを打った。そして，この長大な業

績につづき1956年1にはPsychologie　d’lbn　Sina（Avicenne）d’ap艶s　son　oeuvre　A§一

　

Sifa，　Prague　1956を上梓．テキストを校定して仏訳を添えた。　このブラティスラヴ

ァ大学には．このほか．神学部に頂nLaj6iak（1875－1918）があって光彩を放っていた。

さらに，ベルノ（Brn・）大学では歴史学助教授Jan　Kabrda（1906一）がバルカン史に

関するトルコ語文書の編集と解明にあたっている。

（“1）　結 語

　以上，はなはだ簡単な概観であって．筆者は，高く評癒さるべきチェコスロバキアの

オリエント学の伝統と現状を，正しく紹介しえなかったのではないかを，切におそれて

いる。この十年前後のあいだに，この国のオリエント学は世界の学界から．三度目でも

祝福される機会をもった。～つはBed壷ich　HroznY（1879－1952）の古稀記念特集暦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ〈Archi▽Orientalnf　XVII／XVH王，1949～50－Symbolae　Hrozny）．　つぎはFran£igek　Lexa

（1876一、）の七十五年の賀響特集号（Archiv　Orientalni　XX，1952－Diatribae　Lexa），最

後はJan　Rypka（1886一）の古稀記念論集Charisteria　Orientalia，　Praha！956で

チニコスロバキア・科学アカデミーの出版にかかるもの。それぞれの分野における内外

の学究がこれらに寄せた幾多の論文は，これら高名な学人の業績を讃える趣旨に出たも

のであるが，兼ねてこの圏におけるオリエント学の現状を正当に評価するものというべ

く，筆者によるささやかな紹介を超えて．漉接読者に語りかけるものがあろう。ただ，

問題はこの圃のオリエント学が．今後どのように展開するかである。前記の栄誉はいず

れも．いわばアヴァン・レジームの所産に冠せられたものであるとも書いうるから，そ
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れがそのまま斯学の将来を語るものではないかもしれない。とまれ，幅広い層と歴史の

厚みとを有するこの團のオリエント学の未来を予言する資格は，筆者にはなさそうであ

る。

　もはや紙数もつきて，幽連ある蚕齢な出版書や翻訳書，各地の研究施設，諸大学の歴

史や機構（カレル大学はボヘミア（すなわちチェヒ～箆chy〕のKarl四世によって1348犀iこ町立

され，栄光と蕃難の歴史を秘めた，中欧最古の大学である），葡記諸学究がそれぞれの大学で所

属している部馬などに雷及することもできなくなった。そこで最後に一言一以上の諸

学府や研究所はもちろん，そのほか，たとえば他のプラハの大学をも念めると，ここで

取扱うべき範囲には属しないが，インド学やシナ学，Eii本学などに．高名な薩匠の名が

数々見い出される。そしてそれにつけても思うのは．わが日本の学界である。雷霊のさ

きほうとか雷われるこの圏に，オリエント（山南アジア）のどの部門にも，それを擁する

講座が，ほとんどの大学にないということは．かえりみてうらさびしい次第である。

　本稿は．Otakar　Kl｛ma博士の寄贈にかかるDu§an　Zbavitel：Oriental　Studies

in　Czechosloval〈ia，　translated　from　the　Czech　by　Iris　Urwi籍，　Prague　1959に主

としてよった。そのさい，チ、。コ語版をも求めたが，それは上梓されていないとのこと

であった。また本欝に不足のところは．改めて同博士に指示を乞うた。文尾ではあるが

嚇して深謝の意を表したい。

あ　と　が　き

　○ホ会発足以来会長職にある足利惇氏教授は本犀五月還麿を迎えたが，引きつづき会の発農に余

　　念がない。本誌が本号から従前のタKブ印刷を排して馬身印刷となったのも，その態懸と斡旋

　　に基づくもの。よってこれを機に題母も團会長の染毫によることとした。

　○クレッセントとサザン・クロスをモティーフにした扉の会章は足利会長の発想をうけて本誌編

　　撫邪歯田光邦の構戚作颪したもの。

　○集録された論交4篇．学界展墾1篇はいずれも珠玉の好篇であることはいうまでもない。以後，

　　本誌はこうした内容で，学術雑誌としての盤格を賜確にしてゆきたいと思う。研究港都，畷内

　　国外の学界鋤向など諸兄嬬のご寄稿を心からお願いしたい。掲載の向には，別層矯0部をさしあ

　　げる予定である。

　○新着図書は本誌第四丹以後累積の一途をたどり，本誌掲載の域をはるかに超えたので別方面に

　　期待するほかはなくなった。また紙数の麗係から1一書評」を割愛したが，海外消患欄がr書評」

　　中の紹介部門を一一部雛当しているとも思われるので．ご箆恕を願いたい。

　○本運｝印刷については，めんどうな造活その池万般にわたり．あぼろん社の研藤社艦の並なみな

　　らぬご好意を仰いだ。特紀して謝意を蓑したい。　　　　　　　　　　　　〔編集部記〕
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